
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2025-07-17

『世俗諺文』の異本をめぐって

(Citation)
国文学研究ノート,19:45-48

(Issue Date)
1986-07

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(JaLCDOI)
https://doi.org/10.24546/81012256

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/81012256

荘, 隆福



『
世
俗
諺
文
』
の
異
本
を
め
ぐ
っ
て

日
本
の
最
古
の
諺
の
本
と
い
わ
れ
る
『
世
俗
諺
文
』
は
現
在
、
上
巻
の

二
百
五
十
三
項
目
し
か
存
在
し
て
い
な
い
。
続
群
書
類
従
巻
第
八
百
八
十
五

に
所
収
の
『
世
俗
諺
文
』
の
序
文
に
述
べ
ら
れ
た
「
六
百
舟
一
章
勤
成
三

巻
」
の
文
面
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
元
来
、
上
・
中
・
下
三
巻
で
あ
っ
た
も

の
が
中
・
下
二
巻
が
散
侠
し
て
、
上
巻
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
。

現
在
、
『
世
俗
諺
文
』
は
京
都
市
教
王
護
國
寺
な
る
観
智
院
所
蔵
の
い
わ

ゆ
る
観
智
院
本
と
続
群
書
類
従
巻
第
八
百
八
十
五
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も

の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
観
智
院
本
に
対
す
る
山
田
孝
雄
氏
の
解
認
に
｀
「
本

書
は
か
く
の
蕨
本
た
り
と
い
へ
ど
も
実
に
現
今
唯
一
の
伝
本
に
し
て
、
未

だ
他
に
古
写
本
の
伝
ふ
る
を
知
ら
ず
、
続
群
書
類
従
に
収
む
る
も
の
も
亦

こ
の
本
の
伝
写
本
に
よ
れ
る
も
の
な
り
と
す
」
と
い
う
意
見
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
伝
写
本
と
言
っ
て
も
、
続
群
書
類
従
と
観
智
院
本
を
合
わ
せ
て

細
続
す
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
相
違
点
が
指
摘
で
き
る
か
ら
、
続
群
書
類
従

が
直
接
、
観
智
院
本
か
ら
抄
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な

く
と
も
、
観
智
院
本
と
続
群
書
類
従
の
間
に
、
ま
た
、
別
の
伝
写
本
が
介

在
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
証
拠
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

日
観
智
院
本
の
冒
頭
に
あ
る
約
三
十
項
目
の
補
足
と
思
え
る
条
項
を
、

荘

隆

福

続
群
書
類
従
は
収
め
て
い
な
い
。
序
文
に
も
述
べ
ら
れ
た
「
此
外
漏
略

追
将
編
録
、
後
之
見
者
亦
羨
婢
補
」
の
よ
う
に
、
上
巻
の
前
に
あ
る
約

三
十
項
目
の
条
項
は
、
補
足
と
思
え
る
も
の
に
該
当
す
る
に
も
拘
ら
ず
、

続
群
書
類
従
は
、
こ
れ
を
取
り
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
観
智
院
本

の
奥
書
の
「
右
両
三
巻
之
書
乎
今
見
上
巻
而
已
後
葉
得
全
本
者
補
書
冨

出
損
修
復
了
」
と
い
う
文
面
も
続
群
書
類
従
に
は
欠
落
し
て
い
る
。

は
続
群
書
類
従
に
は
返
点
を
付
け
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
観
智
院
本

に
は
、
誤
り
が
若
干
あ
る
と
は
い
え
、
全
篇
、
返
点
を
き
ち
ん
と
付
け

て
い
る
。
当
然
、
続
群
書
類
従
は
返
点
を
付
し
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ

て
、
観
智
院
本
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
断
言
し
て
は
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
続
群
書
類
従
の
編
者
が
返
点
を
付
し
て
い
る
観
智
院
本
に
よ
る

な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
誤
り
を
犯
さ
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

「
祗
犠
」
と
い
う
項
目
に
、
「
朝
野
叙
載
云
老
牛
哉
噴
老
牛
思
口
」

と
あ
り
、
一
字
分
が
空
白
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
観
智

院
本
に
は
、
こ
の
空
白
部
分
に
「
頼
」
と
い
う
字
が
入
っ
て
お
り
、
「
モ

ノ
ウ
キ
コ
ト
ヲ
」
と
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
「
頼
」
は
こ
の
傍

訓
か
ら
判
断
す
る
と
、
正
し
く
は
「
瀬
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
観
智
院
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本
の
振
り
仮
名
を
見
て
い
た
ら
、
続
群
書
類
従
の
編
者
が
「
頼
」
の
意

味
が
わ
か
ら
な
い
た
め
に
、
空
白
に
し
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

「
文
土
数
奇
詩
人
薄
命
」
と
い
う
項
目
の
、
「
白
氏
洛
中
集
序
云
、

古
人
明
言
曰
、
文
士
数
奇
詩
人
薄
命
、
誠
哉
斯
言
。
」
の
「
明
言
」
は
「
有

言
」
の
誤
り
で
あ
る
が
、
若
し
、
続
群
書
類
従
が
観
智
院
本
の
「
有
言
」

を
根
拠
と
す
れ
ば
、
こ
ん
な
誤
り
は
生
じ
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

続
群
書
類
従
の
「
一
人
向
壁
満
座
不
論
」
と
い
う
項
目
の
、
「
壁
一
堂

上
今
有
満
堂
飲
酒
、
有
一
人
独
業
然
向
隅
泣
、
則
一
堂
人
皆
不
楽
也
」

の
最
初
の
一
字
の
「
壁
」
と
い
う
字
は
「
誓
」
の
誤
り
で
あ
る

L

，
観
智

院
本
を
見
る
と
、
こ
の
字
の
と
こ
ろ
を
「
璧
」
と
は
っ
き
り
読
み
取
れ

る
の
で
あ
る

3

ま
た
、
続
群
書
類
従
の
「
孔
子
什
」
の
項
に
、
「
及
其

中
如
棟
湯
」
が
有
り
、
そ
の
「
棟
湯
」
は
明
ら
か
に
「
探
湯
」
の
誤
り

シ

サ

ク

ル

ガ

ュ

ヲ

で
あ
る
。
観
智
院
本
の
「
如
五
戸
湯
」
を
見
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な

誤
り
は
避
け
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
続
群
書
類
従
の
「
折
：
桂

枝
―
」
の
項
目
の
、
「
昆
裔
之
行
玉
」
の
「
行
玉
」
は
「
片
玉
」
の
誤
り

ヮ
ツ
ス

で
あ
る
，
続
群
書
類
従
の
「
口
筆
」
の
項
目
の
「
徒
＞
都
之
功
」
は
「
従

都
之
功
」
の
誤
り
で
あ
る
。
勿
論
、
異
体
字
や
古
体
字
の
問
題
が
絡
ん

で
来
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
送
り
仮
名
の
付
し
て
あ
る
観
智

院
本
を
頼
り
に
す
れ
ば
、
続
群
書
類
従
の
編
者
が
こ
ん
な
問
違
い
は
避

け
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
し

ロ
「
日
ク
」
や
「
云
ク
」
と
い
う
常
出
の
字
の
不
一
致
の
例
と
一
致
す

る
例
が
並
存
す
る
。

表
に
す
る
と
、
一
致
し
な
い
例
は
、

神
不
享
非
慮

師
子
身
中
虫
自
食
師
子

有
諄
臣

君
師
無
私
論

発
子
不
亮

博
天
之
下
葵
非
王
土

父
母
存
不
称
老

内
学
不
失
其
子

安
不
忘
危

孔
子
什

一
人
向
壁
満
座
不
論

獲
麟

一
致
す
る
例
は

祭
如
在

大
地
為
的

如
払
頭
火

佛
受
猿
供
養

砧
催
袴
焼

天
無
二
日

続
群
書
類
従

曰曰曰曰曰曰日日曰日曰曰曰日曰云ーム云 云 云日

観
智
院
本

云云 云 云云 云 云 云エミ 工<
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続
群
書
類
従

云

観
智
院
本

云

日

曰

王
事
靡
監

云

云

云

云

天
子
無
戯
言

山
呼
萬
歳

云

云 云

云云

云 云 云

四
海
為
家

守
在
海
外

云云
（
以
下
略
）

若
し
、
「
曰
」
を
「
云
」
と
書
く
の
が
続
群
書
類
従
の
編
者
の
癖
と

言
う
な
ら
ば
、
話
は
そ
れ
ま
で
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
実
際
に

は
、
右
表
の
如
く
、
観
智
院
本
と
続
群
書
類
従
と
で
、
「
日
」
と
「
云
」

が
一
致
す
る
例
と
一
致
し
な
い
例
と
が
有
る
か
ら
、
「
曰
」
を
「
云
」

と
改
め
る
こ
と
は
、
決
し
て
続
群
書
類
従
の
編
者
の
癖
で
は
な
い
と
分

る
。
そ
う
す
る
と
、
続
群
書
類
従
の
拠
っ
た
本
が
観
智
院
本
で
は
な
い

だ
ろ
う
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

回
続
群
書
類
従
に
解
読
で
き
な
い
箇
所
が
、
観
智
院
本
で
は
、
は
っ
き

り
判
読
で
き
る
。
璧
え
ば

「
佛
受
猿
供
養
」
と
い
う
項
目
（
続
群
菖
類
従
）
の
「
阿
含
経
云
、

世
尊
一
時
遊
昼
舎
離
大
林
之
中
。
爾
時
諸
比
庄
鞘
鉢
露
地
時
。
世
尊
鉢

亦
在
其
中
。
有
一
猿
候
持
佛
鉢
去
。
諸
比
丘
詞
恐
破
佛
鉢
•
佛
告
諸
比

丘
上
々
莫
詞
不
破
鉢
也
。
時
彼
禰
候
持
佛
鉢
去
。
至
―
娑
羅
樹
。
徐
々

上
樹
。
於
娑
羅
樹
上
取
密
満
鉢
。
徐
々
下
樹
、
還
詣
佛
所
。
即
以
密
鉢

奉
上
世
尊
。
世
尊
不
受
。
時
彼
禰
候
却
在
一
面
。
取
楕
去
。
虫
既
去
。

虫
已
還
上
佛
。
佛
復
不
受
。
禰
候
復
却
在
於
一
面
取
水
著
密
中
。
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
□
禰
候
見
佛
取
密
鉢
。
已
歓
喜
。
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
施
而

去
。
」
こ
れ
を
観
智
院
本
と
照
合
し
て
読
め
ば
、
口
の
箇
所
は
、
「
持
還

上
佛
、
世
尊
便
受
」
。
「
踊
躍
却
行
持
舞
廻
」
と
は
っ
き
り
し
て
来
る

の
で
あ
る
。
な
お
、
「
砧
催
袴
焼
」
の
項
目
で
、
続
群
冑
類
従
の
「
爾

D
□
蚤
者
今
提
婆
達
多
是
。
」
の
箇
処
は
観
智
院
本
に
よ
る
と
「
爾
時
土

蚤
者
今
提
婆
達
多
是
。
」
と
は
っ
き
り
判
読
で
き
る
。
「
王
事
靡
堅
」
の

項
目
で
、
続
群
書
類
従
が
「
王
事
元
不
□

D
我
□
ロ
カ
勤
労
」
と
い
う

と
こ
ろ
を
、
観
智
院
本
は
、
「
王
事
先
不
堅
口
我
当
尽
力
勤
労
」
と
す

る
。
又
、
「
精
糠
」
の
項
目
で
、
続
群
書
類
従
の
「
弘
対
日
、
口
貧
賤

之
知
不
可
忌
」
の
と
こ
ろ
を
観
智
院
本
は
「
弘
対
日
。
貧
賤
之
知
不
可

忘
」
と
す
る
。
又
、
「
大
豆
進
」
の
項
目
で
、
続
群
書
類
従
の
「
今
口

天
竺
之
風
」
の
と
こ
ろ
は
観
智
院
本
で
は
、
「
今
案
天
竺
之
風
」
と
は

っ
き
り
判
読
で
き
る
。
勿
論
、
続
群
書
類
従
に
判
読
で
き
な
い
箇
所
で

観
智
院
本
で
も
判
読
で
き
な
い
も
の
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

続
群
書
類
従
が
、
観
智
院
本
を
根
拠
と
す
る
な
ら
、
何
故
、
続
群
書
類

従
に
判
読
で
き
な
い
箇
所
が
観
智
院
本
で
は
は
っ
き
り
判
読
で
き
る
か

と
い
う
疑
問
を
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
う
。

国
観
智
院
本
が
訂
正
し
た
箇
所
を
、
続
群
書
類
従
は
訂
正
し
て
い
な
い
。

誓
え
ば
、
続
群
書
類
従
の
「
千
金
之
子
不
死
於
市
」
の
項
目
の
「
乃
抜

黄
金
千
溢
遣
其
小
子
。
」
の
「
千
溢
」
は
、
「
千
鑑
」
の
誤
り
で
あ
る
。

観
智
院
本
の
こ
の
項
目
の
頭
書
に
訂
正
が
あ
る
の
で
、
誤
り
で
あ
る
こ
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と
が
分
る
。
又
、
続
群
書
類
従
の
「
母
愛
者
子
抱
」
の
項
目
に
、
「
昌

治
恐
不
知
所
為
」
と
い
う
所
を
、
観
智
院
本
と
照
合
す
れ
ば
、
「
昌
治
」

は
「
呂
后
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
判
断
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
猶
‘

続
群
書
類
従
の
「
大
取
則
大
得
福
」
の
項
目
の
「
悪
道
以
訓
天
子
」
は
、

「
悪
道
以
訓
天
下
」
の
誤
り
で
あ
る
。
観
智
院
本
の
「
天
子
」
の
「
子
」

を
抹
消
せ
ず
に
、
そ
の
横
に
「
下
」
と
書
き
付
け
て
い
る
。
勿
論
、
「
天

子
」
が
「
天
下
」
の
誤
写
で
あ
る
こ
と
を
、
観
智
院
本
を
写
す
者
は
発

見
し
て
い
た
が
、
「
天
子
」
に
対
す
る
忌
避
の
気
持
が
働
い
て
い
た
か
、

「
子
」
を
抹
消
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
続
群
書

類
従
の
編
者
が
「
子
」
の
横
に
あ
る
「
下
」
の
訂
正
を
見
た
と
す
れ
ば
、

こ
ん
な
誤
り
を
繰
り
返
さ
な
い
で
済
む
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

因
続
群
書
類
従
の
脱
落
は
観
智
院
本
よ
り
多
い
。
た
と
え
ば
、
「
見
善

如
不
及
」
の
項
目
で
、
観
智
院
本
に
「
論
語
孔
子
日
、
見
善
如
不
及
、

見
不
善
如
揚
湯
突
、
注
云
揚
’
’
’
’
」
と
あ
る
部
分
が
続
群
書
類
従
で
は

脱
落
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
一
字
か
二
字
の
脱
落
や
異
な
る
部
分
が

数
十
箇
所
も
あ
る
。
臀
え
ば
、
「
仏
受
猿
供
養
」
の
項
目
で
、
続
群
書

類
従
に
「
有
一
猿
候
持
仏
鉢
去
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
観
智
院
本
は
、

「
有
一
禰
候
持
仏
鉢
至
」
（
傍
点
は
筆
者
、
以
下
同
）
と
す
る
。
ま
た
、

「
有
諄
臣
」
の
項
目
で
、
続
群
書
類
従
は
、
「
孝
経
日
。
昔
者
天
子
有

、
、
、
、
、
、

諄
臣
七
人
。
君
雖
無
道
不
失
天
下
。
」
と
す
る
け
れ
ど
も
、
観
智
院
本
で

は
、
「
孝
経
云
。
子
曰
昔
天
子
有
諄
臣
七
人
。
君
雖
（
以
下
脱
落
）
」

と
す
る
。
そ
し
て
、
「
発
子
不
発
」
の
項
目
に
、
続
群
書
類
従
は
、
「
発

、
、
、

曰
闊
各
若
時
。
登
庸
。
放
斉
日
。
胤
子
朱
啓
明
。
帝
曰
叶
器
訟
c

可
乎
」

と
す
る
が
、
観
智
院
本
で
は
、
「
発
云
、
若
時
。
登
庸
。
放
斉
日
。
胤

子
朱
啓
明
。
帝
曰
叶
器
訟
。
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
異
な
る
部
分
や
脱

落
の
部
分
は
枚
挙
に
逍
が
な
い
。
勿
論
、
誤
植
な
ど
の
要
素
も
考
慮
に

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
観
智
院
本
と
続
群
書
類
従
と
の

間
に
異
な
る
部
分
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、
続
群
書
類
従
は
、
観
智
院
本

を
根
拠
と
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
も
宜
し
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

勿
論
、
観
智
院
本
は
、
現
存
の
唯
一
の
世
俗
諺
文
の
写
本
で
あ
る
こ
と

は
、
他
の
伝
写
本
が
発
見
で
き
な
い
か
ぎ
り
、
こ
れ
を
否
定
で
き
な
い

け
れ
ど
も
、
続
群
書
類
従
の
編
纂
さ
れ
た
時
代
に
、
他
の
伝
写
本
も
同

時
に
存
在
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
現
に
、
観
智
院
本
の
訂
正
や
加
筆

が
あ
る
事
実
か
ら
見
て
、
異
本
が
存
在
し
て
い
た
事
実
を
認
め
ざ
る
を

得
な
い
と
思
う
。
続
群
書
類
従
の
拠
っ
た
世
俗
諺
文
の
原
本
は
、
送
り

仮
名
と
訂
正
を
加
え
た
観
智
院
本
と
別
系
統
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
も
、
返
り
点
や
送
り
仮
名
を
付
し
て
い
な
い
写
本
か
も

知
れ
な
い
。
観
智
院
本
の
冒
頭
に
約
三
十
項
目
の
諺
文
と
賢
賀
の
奥
書

を
、
続
群
書
類
従
が
収
録
し
て
い
な
い
の
も
、
こ
の
事
実
を
物
語
っ
て

い
る
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
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